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◎碁や将棋は云うに及ばず、物事は何んによらず布陣が大切です。今年度の県の畜産予算は未會有の大型予算と

なり、ことに畜産発展の基礎整備に重点が置かれているのが特ちょうのようです。各市町村の予算にも同じ傾向

がみられます。またいよいよ岡山市に、待望の近代設備を持った新らしい屠畜場と枝肉市場の建設が始められる

ことになりました。懸案の畜産団体の整備統合も一応の成功をみ、７月からその第１歩が踏み出されようとして

います。こうして着々と畜産の布陣が整って行くことは何にしても喜ばしいことです。 

◎今月号は今年度の「県畜産予算の概要」養鶏では非常に意義の大きい鶏の「経済能力検定事業」、一昨年から

行なわれている人工授精への「凍結精液の応用成績」等をとり上げることにしました。 

◎別掲のように止むを得ず会費の値上げをさせていただくことにいたしました。何分御了承のうえ相変らず御協

力、御援助の程お願いします。 

 

 

謹  告 

 永らく県下の皆様にご愛読をいただいております本誌も、最近の諸物価や郵送料金の値上がりから止むをえず、

次の６月号から１部35円に値上げさせていただくことになりました。何卒事情御賢察くださいまして、今後も相

変わらず御支援、御協力のほどよろしくお願いします。 

会 費 

１  部  35円（送料共） 

半  年 200円（ 〃 ） 

年  間 400円（ 〃 ） 

岡山県畜産研究会 

 


